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事 務 連 絡 

平成 29 年 8 月 1 日 

 

 

各地方整備局 港湾空港部長 殿 

各地方航空局 次長 殿 

（参考送付） 

北海道開発局 港湾空港部 港湾建設課長 殿 

             空港・防災課長 殿 

沖縄総合事務局 開発建設部長 殿 

 

 

 

国土交通省 港湾局 技術企画課長 

航空局 航空ネットワーク部 空港技術課長 

 

 

埋立地等における薬液注入工法による地盤改良前の地盤強度等の調査方法について 

 

 

埋立地等における薬液注入工法による地盤改良前の地盤強度等の調査方法につい

て、別紙のとおり定めたので、適切に対応されたい。 

また、今後、研究開発や地盤の評価方法の進展等により、本事務連絡の内容を見直

す必要が生じた場合には、適宜改正する。 
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（別紙） 

 

埋立地等における薬液注入工法による地盤改良前の地盤強度等の調査方法について 

 

 

１．不均一性の大小の判断 
・埋立地等における薬液注入工法による地盤改良を行う場合は、工事発注前段階
(設計段階)において、「不均一性の大小の判断とサウンディングによる補間調査
フロー」を標準に地盤の不均一性の大小を判断する。 

 

 

２．サウンディングによる補間調査の実施 

・不均一性が大きいと考えられる場合には、ボーリングによる調査に加えて、サ

ウンディング(間隙水圧が測定できる動的コーン貫入試験等)による補間調査を

実施する。 

・サウンディングによる補間調査は、まず、ボーリングによる調査の近傍で実施

する。ボーリングにより得られた土質区分等に関する地盤情報とサウンディン

グにより得られた Nd 値等の地盤情報の関係を把握する。 

・次に、サウンディングによる補間調査を行う。補間調査の間隔は、法線方向は

15m から 20m、法線直角方向は 10m から 15m を目安とするが、経済性等を考慮

し、ボーリングによる調査の中間付近から開始し、順次調査地点を追加して実

施する。なお、不均一性の程度が判断できた時点で補間調査を終了してもよ

い。 

・施工計画段階におけるボーリング調査及びサウンディングによる補間調査は、

工事受注者が、必要に応じて自らの判断により地盤条件(現状不一致か否か)を

確認するために実施する。 

・発注者は、工事受注者が実施した調査結果により、地盤条件が想定されていた

ものと大きく異なる場合には、双方協議の上、工事内容を適切に設計変更し、

施工計画に反映させる。 
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注1) 施工計画段階におけるボーリング調査及びサウンディングによる補間調査は、工事受注者が、必要に応じて
　　 自らの判断により地盤条件(現状不一致か否か)を確認するために実施する。

注2) 調査にあたっては、経済性等を考慮し、ボーリングによる調査の中間付近から開始し、順次調査地点を
　　 追加して実施する。

ａ）埋立履歴によるグルーピング

①埋立材の土源が異なる場合

②埋立材が廃棄物の場合

③埋立方法がポンプ船を用いた送管方式の場合

ｂ）過去の施工実績によるグルーピング

④対象地盤周辺の過去の工事で薬液注入

諸元（注入率、注入速度、注入圧力等）や配

合等を変更したことがある場合

地盤調査業務

設計業務

事前調査

施工計画

工

事

発

注

前

段

階

施

工

計

画

段

階

自然堆積地盤
or

埋立地盤

埋立地盤

自然堆積地盤

施 工 計 画

NO

YES

ボーリングによる調査
100mを超えない間隔で実施
※既往資料を活用し必要本数を実施

サウンディングによる補間調査 注2)
法線方向 15～20m間隔を目安に実施
法線直角方向10～15m間隔を目安に実施

不均一性が大きいと考えられる場合

不均一性が大きいと考えられる場合

サウンディングによる補間調査 注2)
法線方向 15～20m間隔を目安に実施
法線直角方向10～15m間隔を目安に実施

不均一性が大きいと
考えられる場合YES

NO

ボーリングによる調査
100mを超えない間隔で実施

【工事受注者】注1)

【発注者】

【不均一性の判定】

上記①～④の1つ以上

該当するか否か

既往資料（航空写真、古地図、
地質調査結果、ボーリング結果等）の整理

対象地盤の特性把握

図 1 不均一性の大小の判断とサウンディングによる補間調査フロー 
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図 2 不均一性が大きい地盤の調査のイメージ 

・

：

： 動的コーン貫入試験(PDC等)により把握可能な箇所

ボーリングのみでは、土層中の粘土・シルトの分布を断面に対して限定的にしか把握できないが、サウンディング
(間隙水圧が測定できる動的コーン貫入試験等)により補間することで対象範囲内に粘土、シルトの分布をより詳細
に確認できる、

調査にあたっては、経済性等を考慮し、ボーリングによる調査の中間付近から開始し、順次調査地点を追加して実施
する。

ボーリングのみでは液状化の有無が正確に把握できな
い箇所
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分布を断面に対して限定的にしか把握できない


